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■ 1月 14日から3月 1日まで、「表B」商 :

店街歩行者 。自転車共存社会実験」が行 :
われている。商店街ではもともと自転車・
に乗って通行することはできないのだ :
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していただくことが必要。       :
商店街の中央にベンチや椅子を置いて 。

自転車の通行を多少制限しながら、一方 :

で駐輪スベースを積極的に設け、上之町 :
では空き店舗不」用の駐輸場も登場 した。・
見ていると、馬l輪スベースlcは不器議な :

13で言Fん
自転車を整然と置しヽていら
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自転車としヽうと従来「盗All問 題」や「不 :

法駐輪問題」というマイナスなイメージ 0

しかなかった。不法駐輪の撤去と引き取 :

り施設の運営に結構な税金が使われてい :
る。                  o

しかしここにきて全国的にようや<自 :

種F85傷9電琵色ざ⊇習ll」『羹ふ震三
開されようとしている。現 に今日現在も :
岡山、松江、新潟、高松で自転車の交通実 。

験が実施されている。         :
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自転車問題に火がついたc従来自転車政:

彗妻臓貫1妻鑑 嗽 装話こ!

思 つている。だが近年急速な高齢化の結 :

果、歩道上での自転車と歩行者の事故が・

多発するようにな った。多くの自転車は :

無保険だから、携帯を使用 しながら自転 :
車を走らせていた女子高校生がお年寄り・
をはね、 5000万 円の補償金を要求さ :

れ
量言磐摯亀程1み蝙 と歩行者の:

共存と分離が一つのテーマとなり、あわ :

せて全国的にも自転車道の設置の機運が・
高まつている。人と環境にやさしい交通 :
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をめざして、ようや<自転車の重視が打 :

ち出され女台めたのである。      ・

10年前に最新式の LRT(路面電車 :

の発展形)をフランスのス トラスブール :
に視察に行つた8寺、当然のようにバスと 0

LRTが 同一ホームで乗 り換えがマ能 :

撃ギ翼、ご肩E新蘇選尻喜言冥g｀百会:

はバスマップを発行したのだが、この視 :

察ではLRT整備と同B寺 に市内 |こ 白転 0

車道250kmを 整備したと聞いた。 :
また岡山でかつて市役所筋に路面電 :

車を延伸しようという交通実験が行わ・
れた時、そのアンケート調査で「自転車 :

書貢ふ宴慧:椎耳轟格翼又≧毒|｀ス三
まけに平lBな地形だから、自転車に最 :

適。                 ・
RACDAを 中心として全国43団 :

体が結成する「全国路面電車ネットワー :

ク」でも、昨年 12月の第二回全国大会・
ではLRT中 心から白転車バスを含め :

た環境にやさ ししヽすべての交通をテー

マにするようになった。自転車を鉄道に

積むというサ イクル トレインの試みも

各地で実施されるようにな つた。

吉備線LRT化 が議論されているが、

吉備路観光などlld自 転車が最も適して

しヽる。吉備線の各駅に乗り捨てのレンタ

サイクルをもっと整備するのはもちろ

んのこと、多客時以外は自転車も乗せら

れるようにすればおもしろいだろう。

道路上の交通の優先llH位

車椅子 |ベビーカー (最優先 )

ひと(すべては人間のために )

自転車 (環境/健康に貢献 )

バス (都市を支える公共交通 )

タクシー (共用で都市生活に貢献 )

トラック (経済を支える動lFR)

乗用車 1公共交通を邪魔しない原員」|

幸LR丁 次世代型路面電車.歩行者中心の衛を取り戻す仕掛けとして

注目されている新しい路面電車c
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■昨年末オランダのアムステルダ
ムに出かけました。

その時まず目に付いたのが自転

車の多さと日本では見かけない珍し

い自転車です。子ども2～ 3人乗せ

る荷台のある三輪車、大きな荷台

の自転車や三輪車、後部席が2つあ

る自転車などです。オランダでは自

転車がたいへん重要な交通手段

になつています。自転車専用道路

(自動車道と同じく右側通行 )、 自転

車専用信号機がきちんと整備され

ているので大型の自転車も安全に

通行できるのです。大柄なオランダ

人が、いかにも頑丈そうな自転車に

背筋を伸ばして乗つていました。

次に目に付いたのはトラム(路面

電車 )の 整備です。トラムは、アムス

テルダムでは1920年代から走つて

いる市民生活には欠かせない交通

手段です。路線は縦横に敷かれて

おり、運賃はゾーン制で同一ゾーン

内の移動はどこでも単一料金です。

またトラムは自転車持ち込みできま

すので、駅のホームヘのpet段に自

転車用スロープがあります。トラム

車内はライトベージュを基調とす

る色調で片側2人掛け―列4人が

鼎輻hrヒ1

基本です。中世の建物が多く残

る市街地をスマートなトラムが

颯爽と行き交つていました。

(RACDA佐藤 )

剛 壺麟路面霊重

カフ晟&鍼スト鬱惨憚車場
RACDAプロデュ韓スの鉄道カフェ諸瑯プン
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RACDA製 作の「岡山市の都心の路面電車環状化鉄 道

模型」が展示され、周りでコーヒーを飲んでばんやり路面電

車が走るのを見られるようになりました。京橋朝市本部でう

どんを提供している森さんが「停車場駅長」に就任。ワイン

電車で提供された「カクテルMOMO」もあります。全国的に

鉄 道カフェがブームになっていま

すが、路面電車版は日本初 !!!是 非

お越しください。

営業時間11時 -18時
(体業日 第一、第二日曜日)

※臨時体業等ありますので、事前にお電
話にてご確認頂くと確実です。

岡山市京橋南町 4

籠,086-232-1798
※路面電車をご利用の場合は、
西大寺町下車南へ徒歩6分で

す。

カフェ&レストラン停車場
▲路面電車の鉄道模型を前にする停車場訳長の森さん


